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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 河川・水路のパトロールはどれぐらいのペースで、
何人で実施しているのか。

答 	 職員が現場に出向く際に確認するほか、道路パト
ロールにあわせ、月曜日と水曜日に田原・赤羽根
地区、金曜日に渥美地区を３人一組で行っている。

問 	 パトロールで集めた情報を元に河川カルテを作成
すれば、地元自治会などと情報が共有でき、氾濫
などへの事前対応が可能となるのではないか。

答 	 過去の災害記録は田原市地域防災計画の附属資料
に、また、河川・水路の氾濫、越水などの情報は
維持管理課の資料としてある。今後、これらの資
料を共有できるようにしていきたい。

問 	 市が管理している準用河川の河川台帳は整備され
ているのか。　　　　　　　　　　　　　　　　

答 	 市内すべての準用河川について整備している。

河川・水路の維持管理方針について
問 	 擁

よう

壁
へき

などの構造物の維持管理も必要だと思うが、
老朽化対策はどのようになっているのか。

答 	 河川台帳、工事台帳などにより、施設の管理を行っ
ている。

問 	 それぞれの河川について維持管理計画、あるいは
河川整備計画を策定する必要があるのでは。

答 	 施設の老朽化や浸水被害の発生状況を見極め、整
備優先度を反映した「河川・水路整備方針等」を
策定していく。

整備優先度を反映した「河川・水路整備方針等」を策定していく

各河川に維持管理計画、河川整備計画を
策定する必要があるのでは
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